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The Restoration Works of Japanese old paintings, as an example of A Report on 
the Restoration Work at Image of Amida Nyorai owned by Kyoenji Temple
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　愛知県立芸術大学に設立された文化財保存修復研究所は、2016 年 4 月で 3年目を迎えた。この













































































本紙 縦 86.2㎝×横 34.5㎝ 縦 89.1 ×横 35.8㎝






軸首 金軸 金軸 元使い（洗浄処理）
太巻添軸 無し 桐太巻添軸

































































































6 恵心僧都源信（942 ～ 1017）は平安時代中期の天台宗僧侶。『往生要集』などを著し、その後の浄土宗信仰に大きな影響を与えた。
7 樋口好古著『郡村徇行記』（1792 ～ 1822 成立）の内「尾張徇行記」第 3巻に教圓寺に関する記述が有り、本作品と併せて二
幅の恵心僧都作「弥陀ノ画」の存在を示す。
日本の古画作品の修理報告―教圓寺《阿弥陀如来図》の例
149
修理前（頭部） 修理後（頭部）
修理前 修理後
愛知県立芸術大学紀要　No.46（2016）
150
